
(57)【要約】

【課題】ダクトの非軸線方向にガスが噴出するガス発生

器を用いても、このガス発生器からのガスがスムーズに

バッグ内に流入する乗員拘束装置を提供する。

【解決手段】シートクッションの下側に配置されたバッ

グ１２とガス発生器１４とがダクト１６によって連結さ

れている。ガス発生器１４のノズル部２６にダクト１６

が外嵌し、該ノズル部２６の側周面のガス噴出口３０に

ダクト１６の内周面が対峙している。ガス発生器１４が

ガス噴出作動した場合、このガス発生器１４からのガス

は、各ガス噴出口３０からノズル部２６の放射方向に噴

出した後、該ダクト１６の内周面に当って、該ダクト１

６の軸線方向に向きを変えて流れるようになる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 部 の 下 側 に 配 置 さ れ 、 該 シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 部 を 下 側 か ら 押 圧
す る よ う に 膨 張 可 能 な バ ッ グ と 、
　 車 両 緊 急 時 に 該 バ ッ グ を 膨 張 さ せ る ガ ス 発 生 器 と 、
　 該 ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス を 該 バ ッ グ 内 に 導 入 す る ダ ク ト と
を 有 す る 乗 員 拘 束 装 置 に お い て 、
　 該 ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス が 、 該 ガ ス 発 生 器 か ら 該 ダ ク ト の 非 軸 線 方 向 に 噴 出 し た 後 、 該
ダ ク ト 内 を 該 軸 線 方 向 に 流 れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 乗 員 拘 束 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 車 両 の 座 席 の 乗 員 を 衝 突 時 に 拘 束 す る た め の 乗 員 拘 束 装 置 に 関 す
る も の で あ り 、 特 に 前 衝 突 時 に 乗 員 の 腰 部 を 拘 束 し 、 乗 員 の 身 体 が 前 方 及 び 下 方 に 移 動 す
る こ と を 防 止 す る よ う 構 成 さ れ た 乗 員 拘 束 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の 乗 員 を 衝 突 時 に 拘 束 す る シ ス テ ム と し て 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 し て い て も 前 衝
突 時 に 乗 員 が ラ ッ プ ベ ル ト の 下 側 を く ぐ り 抜 け よ う と す る サ ブ マ リ ン 現 象 を 防 止 す る た め
に 、 特 開 平 １ ０ － ２ １ ７ ８ １ ８ 号 公 報 に は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン と シ ー ト パ ン と の 間 に 膨 張
可 能 な バ ッ グ を 配 置 し 、 車 両 衝 突 時 に こ の バ ッ グ を 膨 張 さ せ る こ と に よ り シ ー ト ク ッ シ ョ
ン の 前 部 を 押 し 上 げ る よ う に し た 乗 員 拘 束 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 ６ 図 は 同 号 公 報 の 乗 員 拘 束 装 置 を 示 す シ ー ト 前 後 方 向 の 縦 断 面 図 で あ る 。 シ ー ト 前 部
に お い て 、 ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ４ ０ と シ ー ト パ ッ ド ４ ２ と の 間 に エ ア バ ッ グ ４ ４ が 配 置 さ
れ て い る 。 こ の エ ア バ ッ グ ４ ４ は シ ー ト の 左 右 幅 方 向 に 延 在 し て お り 、 イ ン フ レ ー タ （ ガ
ス 発 生 器 ） ４ ６ に よ っ て 膨 張 可 能 と さ れ て い る 。 シ ー ト パ ッ ド ４ ２ の 上 面 は ト リ ム カ バ ー
４ ８ に よ っ て 覆 わ れ て お り 、 そ の 上 に 乗 員 が 腰 掛 け る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 車 両 衝 突 時 に イ ン フ レ ー タ ４ ６ が 作 動 す る と 、 エ ア バ ッ グ ４ ４ が 膨 張 し 、 シ ー ト パ ッ ド
４ ２ の 前 部 が 押 し 上 げ ら れ る か 、 又 は 下 か ら 突 き 上 げ ら れ て 密 度 が 高 く な る こ と に よ り 、
乗 員 身 体 の 前 方 移 動 が 防 止 （ 抑 制 を 含 む ） さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 同 号 公 報 で は イ ン フ レ ー タ （ ガ ス 発 生 器 ） ４ ６ は エ ア バ ッ グ ４ ４ の 内 部 に 配 置 さ
れ て い る が 、 バ ッ グ の 要 求 耐 熱 性 を 緩 和 す る た め に 、 ガ ス 発 生 器 を バ ッ グ の 外 部 に 配 置 す
る こ と が 考 え ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 ガ ス 発 生 器 と バ ッ グ と を ダ ク ト で 連 結 し 、 こ の ダ ク
ト を 通 し て ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス を バ ッ グ 内 に 導 入 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ １ ７ ８ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ダ ク ト に ガ ス 発 生 器 を 連 結 す る 場 合 、 こ の ガ ス 発 生 器 と し て は 、 先 端 部 に ガ ス 噴 出 口 を
有 す る タ イ プ の も の が 好 適 で あ る 。 一 般 に 、 こ の 種 の ガ ス 発 生 器 に あ っ て は 、 ガ ス 噴 出 口
は 該 先 端 部 の 側 周 面 に 配 置 さ れ て い る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 、 ガ ス 発 生 器 が ガ ス 噴 出 作 動
す る と 、 ガ ス 発 生 器 の 先 端 部 か ら 放 射 方 向 、 即 ち ダ ク ト の 非 軸 線 方 向 に ガ ス が 噴 出 す る こ
と と な り 、 こ の ガ ス が バ ッ グ 内 の 奥 側 （ ダ ク ト か ら 最 も 離 隔 し た 部 位 ） ま で ス ム ー ズ に 流
入 し に く い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 ダ ク ト の 非 軸 線 方 向 に ガ ス が 噴 出 す る ガ ス 発 生 器 を 用 い て も 、 こ の ガ ス 発 生
器 か ら の ガ ス が ス ム ー ズ に バ ッ グ 内 に 流 入 す る 乗 員 拘 束 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
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。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 乗 員 拘 束 装 置 は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 部 の 下 側 に 配 置 さ れ 、 該
シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 部 を 下 側 か ら 押 圧 す る よ う に 膨 張 可 能 な バ ッ グ と 、 車 両 緊 急 時 に 該
バ ッ グ を 膨 張 さ せ る ガ ス 発 生 器 と 、 該 ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス を 該 バ ッ グ 内 に 導 入 す る ダ ク
ト と を 有 す る 乗 員 拘 束 装 置 に お い て 、 該 ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス が 、 該 ガ ス 発 生 器 か ら 該 ダ
ク ト の 非 軸 線 方 向 に 噴 出 し た 後 、 該 ダ ク ト 内 を 該 軸 線 方 向 に 流 れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 乗 員 拘 束 装 置 に お い て は 、 車 両 が 衝 突 等 の 緊 急 事 態 に 陥 る と 、 ガ
ス 発 生 器 が ガ ス 噴 出 作 動 し 、 こ の ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス が ダ ク ト を 通 っ て バ ッ グ 内 に 導 入
さ れ 、 バ ッ グ が 膨 張 す る 。 そ し て 、 こ の 膨 張 し た バ ッ グ に よ っ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン が 押 し
上 げ ら れ る か 、 又 は 下 か ら 突 き 上 げ ら れ て 密 度 が 高 く な る （ 即 ち 硬 く な る ） こ と に よ り 、
シ ー ト 着 座 乗 員 の 腰 部 の 前 方 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 乗 員 拘 束 装 置 に あ っ て は 、 ダ ク ト の 非 軸 線 方 向 に ガ ス が 噴 出 す る ガ ス 発 生 器 を 用 い
た 場 合 で も 、 こ の ガ ス 発 生 器 か ら の ガ ス は 、 該 ガ ス 発 生 器 か ら ダ ク ト の 非 軸 線 方 向 に 噴 出
し た 後 、 該 ダ ク ト 内 を 該 軸 線 方 向 に 流 れ る よ う に な る 。 そ の た め 、 こ の ガ ス 発 生 器 か ら の
ガ ス は 、 ダ ク ト を 経 由 し て バ ッ グ 内 の 奥 側 （ ダ ク ト か ら 最 も 離 隔 し た 部 位 ） ま で ス ム ー ズ
に 流 入 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ッ グ 全 体 が 早 期 に 膨 張 し て 乗 員 を 拘 束 す る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 図 は 実 施 の 形 態 に 係 る 乗 員 拘 束 装 置 を 備 え た シ ー ト （ 座 席 ） の フ レ ー ム の 斜 視 図 、
第 ２ 図 は こ の 乗 員 拘 束 装 置 の ガ ス 発 生 器 、 ダ ク ト 及 び バ ッ グ の 分 解 斜 視 図 、 第 ３ 図 は こ の
ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 連 結 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 自 動 車 の シ ー ト を 構 成 す る フ レ ー ム は 、 ベ ー ス フ レ ー ム １ と 、 該 ベ ー ス フ レ ー ム １ に 対
し 支 軸 ２ 及 び リ ク ラ イ ニ ン グ デ バ イ ス （ 図 示 略 ） を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た バ ッ ク フ
レ ー ム ４ と か ら な る 。 該 バ ッ ク フ レ ー ム ４ の 上 部 に ヘ ッ ド レ ス ト ６ が 取 り 付 け ら れ る 。 該
ベ ー ス フ レ ー ム １ は 、 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム １ ａ ， １ ｂ を 有 し て お り 、 こ れ ら の サ イ ド フ
レ ー ム １ ａ ， １ ｂ の 前 部 同 士 の 間 に シ ー ト パ ン ８ が 架 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 は し な い が 、 ベ ー ス フ レ ー ム １ 及 び バ ッ ク フ レ ー ム ４ に ウ レ タ ン 等 よ り な る シ ー ト
ク ッ シ ョ ン 及 び シ ー ト バ ッ ク が 装 着 さ れ て い る 。 シ ー ト パ ン ８ は 、 こ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン
の 前 部 の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ 図 の 符 号 １ ｄ は 、 該 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 支 承
す る ス プ リ ン グ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 乗 員 拘 束 装 置 １ ０ は 、 こ の シ ー ト パ ン ８ の 上 側 （ シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 部 の 下 側 ） に 配
置 さ れ た 膨 張 可 能 な バ ッ グ １ ２ と 、 該 バ ッ グ １ ２ を 膨 張 さ せ る た め の ガ ス 発 生 器 １ ４ と 、
該 ガ ス 発 生 器 １ ４ か ら の ガ ス を バ ッ グ １ ２ 内 に 導 入 す る た め の ダ ク ト １ ６ と を 有 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 該 バ ッ グ １ ２ は 、 シ ー ト パ ン ８ の 左 右 幅 方 向 （ 車 両 幅 方 向 ） に 延 在 し て お り 、 そ の 左 右
両 端 部 が そ れ ぞ れ ボ ル ト １ ８ に よ っ て 該 シ ー ト パ ン ８ の 上 面 に 留 め 付 け ら れ て い る 。 第 ２
図 の 符 号 １ ２ ａ は 、 バ ッ グ １ ２ の 左 右 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た ボ ル ト 挿 通 孔 を 示 し て
い る 。 各 ボ ル ト １ ８ は 、 こ の 挿 通 孔 １ ２ ａ を 通 し て シ ー ト パ ン ８ に 螺 着 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ 図 に 示 す よ う に 、 こ の バ ッ グ １ ２ の 一 端 側 に ダ ク ト 受 け 入 れ 口 ２ ０ が 設 け ら れ て い
る 。 こ の ダ ク ト 受 け 入 れ 口 ２ ０ に ダ ク ト １ ６ の 一 端 が 差 し 込 ま れ て い る 。 該 ダ ク ト 受 け 入
れ 口 ２ ０ は 、 バ ン ド ２ ２ に よ っ て ダ ク ト １ ６ に 締 め 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ガ ス 発 生 器 １ ４ は 、 第 ２ 図 に 示 す よ う に 、 ガ ス 発 生 剤 を 収 容 し た 円 柱 形 の 本 体 部 ２ ４ と
、 該 本 体 部 ２ ４ の 一 端 （ 先 端 ） 側 か ら 突 設 さ れ た 管 状 の ノ ズ ル 部 （ ガ ス 噴 出 部 ） ２ ６ と 、
該 本 体 部 ２ ４ の 他 端 （ 後 端 ） 側 に 設 け ら れ た イ ニ シ エ ー タ （ ガ ス 発 生 剤 点 火 装 置 ） ２ ８ と
を 有 し て い る 。 符 号 ２ ８ ａ は 、 該 イ ニ シ エ ー タ ２ ８ へ の 通 電 用 の ハ ー ネ ス を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ３ 図 の 通 り 、 ノ ズ ル 部 ２ ６ は 先 端 面 が 閉 鎖 さ れ て お り 、 そ の 先 端 側 の 側 周 面 に 、 周 方
向 に 間 隔 を お い て 複 数 個 の ガ ス 噴 出 口 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 図 示 の 通 り 、 こ の ノ ズ ル 部
２ ６ は 、 ダ ク ト １ ６ の 他 端 側 の 内 径 よ り も 小 径 と な っ て い る 。 こ の ノ ズ ル 部 ２ ６ の 基 端 側
に は 、 該 ノ ズ ル 部 ２ ６ の 軸 線 方 向 に 間 隔 を お い て 、 １ 対 の ダ ク ト 連 結 用 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ
， ３ ２ ｂ （ 第 ２ 図 に お い て は 、 こ れ ら を 合 わ せ て 符 号 ３ ２ で 示 し て い る 。 ） が 周 設 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の ノ ズ ル 部 ２ ６ に ダ ク ト １ ６ の 他 端 側 が 外 嵌 し 、 該 ダ ク ト １ ６ の 内 周 面 が 、 こ の ノ ズ
ル 部 ２ ６ の 側 周 面 の 各 ガ ス 噴 出 口 ３ ０ に 対 峙 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ダ ク ト １ ６ の 他 端 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 結 合
に 際 し て は 、 ダ ク ト １ ６ の 該 他 端 を ノ ズ ル 部 ２ ６ の 基 端 付 近 （ フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ
よ り も 基 端 側 ） ま で 外 嵌 さ せ た 後 、 該 ダ ク ト １ ６ の 端 部 を カ シ メ あ る い は 絞 り 変 形 さ せ て
各 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ の 外 周 面 に 密 着 さ せ る 。 こ の 際 、 両 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ ， ３ ２
ｂ 同 士 の 間 に も ダ ク ト １ ６ の 途 中 部 分 を 入 り 込 ま せ る 。 こ れ に よ り 、 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ ａ
， ３ ２ ｂ に ダ ク ト １ ６ の 他 端 が 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 第 １ 図 の 通 り 、 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ は 、 軸 線 方 向 を シ ー ト パ ン ８ の 左 右 幅 方 向 と
し て 該 シ ー ト パ ン ８ 上 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 乗 員 拘 束 装 置 １ ０ を 備 え た 車 両 が 衝 突 等 の 緊 急 事 態 に 陥 る と 、 ガ
ス 発 生 器 １ ４ が ガ ス 噴 出 作 動 し 、 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ か ら の ガ ス が ダ ク ト １ ６ を 通 っ て バ
ッ グ １ ２ 内 に 導 入 さ れ 、 バ ッ グ １ ２ が 膨 張 す る 。 そ し て 、 こ の 膨 張 し た バ ッ グ １ ２ に よ っ
て シ ー ト ク ッ シ ョ ン が 押 し 上 げ ら れ る か 、 又 は 下 か ら 突 き 上 げ ら れ て 密 度 が 高 く な る （ 即
ち 硬 く な る ） こ と に よ り 、 シ ー ト 着 座 乗 員 の 腰 部 の 前 方 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 乗 員 拘 束 装 置 １ ０ に あ っ て は 、 ダ ク ト １ ６ が ガ ス 発 生 器 １ ４ の ノ ズ ル 部 ２ ６ に 外 嵌
し 、 こ の ダ ク ト １ ６ の 内 周 面 が 該 ノ ズ ル 部 ２ ６ の 側 周 面 の ガ ス 噴 出 口 ３ ０ に 対 峙 し て い る
。 そ の た め 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ が ガ ス 噴 出 作 動 し た 場 合 、 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ か ら の ガ ス は
、 各 ガ ス 噴 出 口 ３ ０ か ら ノ ズ ル 部 ２ ６ の 放 射 方 向 に 噴 出 し た 後 、 ダ ク ト １ ６ の 内 周 面 に 当
っ て 、 該 ダ ク ト １ ６ の 軸 線 方 向 に 向 き を 変 え て 流 れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ か ら の ガ ス は 、 ダ ク ト １ ６ を 経 由 し て バ ッ グ １ ２ 内 の 奥 側
（ ダ ク ト １ ６ か ら 最 も 離 隔 し た 部 位 ） に い た る ま で ス ム ー ズ に 流 入 す る 。 こ の 結 果 、 早 期
に バ ッ グ １ ２ 全 体 が 膨 張 し て 乗 員 を 拘 束 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ の ノ ズ ル 部 ２ ６ の 基 端 側 に ダ ク ト 連 結 用 フ ラ ン
ジ 部 ３ ２ （ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ） を 設 け 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ３ ２ に 対 し ダ ク ト １ ６ を カ シ メ あ る
い は 絞 り 変 形 さ せ て 固 着 す る こ と に よ り 、 該 ダ ク ト １ ６ と ガ ス 発 生 器 １ ４ と を 連 結 し て い
る が 、 ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 連 結 構 造 は こ れ 以 外 で も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ４ 図 は ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 別 の 連 結 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ の ノ ズ ル 部 ２ ６ の 基 端 側 に 、 ダ ク ト １ ６ の 内 径 と
略 等 径 の 大 径 部 ３ ４ が 形 成 さ れ 、 こ の 大 径 部 ３ ４ の 外 周 面 に 雄 ね じ ３ ４ ａ が 周 設 さ れ て い
る 。 ま た 、 該 ダ ク ト １ ６ の 端 部 の 内 周 面 に は 、 こ の 雄 ね じ ３ ４ ａ に 螺 合 す る 雌 ね じ １ ６ ａ
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 該 ノ ズ ル 部 ２ ６ を ダ ク ト １ ６ に 差 し 込 み 、 雄 ね じ ３ ４ ａ を 雌 ね じ
１ ６ ａ に ね じ 込 む こ と に よ り 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ と ダ ク ト １ ６ と が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ ～ ３ 図 の 実 施 の 形 態 と 同 様 と な っ て お り 、 第 ４
図 に お い て 第 １ ～ ３ 図 と 同 一 の 符 号 は 同 一 の 部 分 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ５ 図 は 、 ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の さ ら に 別 の 連 結 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ の 先 端 側 に 、 ノ ズ ル 部 ２ ６ を 取 り 囲 む ヘ ッ ド キ ャ
ッ プ ３ ６ が 装 着 さ れ 、 こ の ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ に ダ ク ト １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で も 、 ノ ズ ル 部 ２ ６ の 基 端 側 に は 、 該 ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ の 後 端 開 口 の
内 径 と 略 等 径 の 大 径 部 ３ ４ が 形 成 さ れ 、 こ の 大 径 部 ３ ４ の 側 周 面 に 雄 ね じ 部 ３ ４ ａ が 周 設
さ れ て い る 。 ま た 、 ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ の 後 端 開 口 の 内 周 面 に は 、 こ の 雄 ね じ ３ ４ ａ に 螺
合 す る 雌 ね じ ３ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ を ノ ズ ル 部 ２ ６ に 被 せ 、
雌 ね じ ３ ６ ａ に 雄 ね じ ３ ４ ａ を ね じ 込 む こ と に よ り 、 ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ が ガ ス 発 生 器 １
４ の 先 端 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ の 先 端 面 に は 開 口 ３ ６ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 開 口 ３ ６ ｂ の
周 縁 は 内 向 き の 鍔 部 ３ ６ ｔ と な っ て い る 。 こ の 開 口 ３ ６ ｂ に ダ ク ト １ ６ Ｂ が 挿 通 さ れ て い
る 。 ダ ク ト １ ６ Ｂ の 端 部 外 周 縁 に は フ ラ ン ジ 部 １ ６ ｂ が 周 設 さ れ て お り 、 こ の フ ラ ン ジ 部
１ ６ ｂ が ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ の 内 側 か ら 該 鍔 部 ３ ６ ｔ に 重 ね 合 わ さ れ 、 溶 接 等 に よ り 固 着
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ ～ ３ 図 の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ が ガ ス 噴 出 作 動 す る と 、 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ か ら
の ガ ス は 、 ま ず ヘ ッ ド キ ャ ッ プ ３ ６ 内 に 噴 出 し 、 そ の 後 、 該 ヘ ッ ド キ ャ ッ プ 内 を 経 由 し て
ダ ク ト １ ６ Ｂ 内 に 流 入 す る 。 こ れ に よ り 、 こ の 実 施 の 形 態 に あ っ て も 、 ガ ス 発 生 器 １ ４ か
ら の ガ ス は 、 ダ ク ト １ ６ Ｂ 内 を 該 ダ ク ト １ ６ Ｂ の 軸 線 方 向 に 流 れ る よ う に な り 、 該 ダ ク ト
１ ６ Ｂ を 経 由 し て バ ッ グ １ ２ 内 の 奥 側 ま で ス ム ー ズ に ガ ス が 流 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ７ 図 （ ａ ） は 異 な る 実 施 の 形 態 に 係 る ガ ス 発 生 器 と ダ ク ト と の 連 結 構 造 を 示 す 長 手 方
向 の 断 面 図 で あ り 、 同 （ ｂ ） は 同 （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ は 、 前 記 ガ ス 発 生 器 １ ４ と 同 様 に 略 円 柱 形 の 本 体 部 ２ ４ Ａ と 、 該
本 体 部 ２ ４ Ａ の 先 端 面 か ら 突 設 さ れ た 円 筒 形 の ノ ズ ル 部 ２ ６ Ａ と を 備 え て い る 。 こ の ノ ズ
ル 部 ２ ６ Ａ の 先 端 面 は 封 じ ら れ 、 側 周 面 に 複 数 個 の ガ ス 噴 出 口 ３ ０ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
ノ ズ ル 部 ２ ６ Ａ の 先 端 面 か ら 雄 ね じ 軸 棒 ３ ８ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ と ダ ク ト １ ６ と が ア ダ プ タ ５ ０ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 こ の ア
ダ プ タ ５ ０ は 、 円 筒 部 ５ ２ と 、 該 円 筒 部 ５ ２ 内 の 軸 心 線 方 向 の 中 間 付 近 に 設 け ら れ た 、 板
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面 を 径 方 向 と し た 隔 壁 部 ５ ４ と 、 該 隔 壁 部 ５ ４ の 中 央 に 設 け ら れ た 中 央 孔 ５ ６ と 、 該 隔 壁
部 ５ ４ の 該 中 央 孔 ５ ６ の 周 囲 に 設 け ら れ た 複 数 個 の ガ ス 通 過 用 開 口 ５ ８ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の ア ダ プ タ ５ ０ の 中 央 孔 ５ ６ に 雄 ね じ 軸 棒 ３ ８ を 挿 入 す る よ う に し て 、 円 筒 部 ５ ２ の
基 端 側 を ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ の 本 体 部 ２ ４ Ａ に Ｏ リ ン グ 等 の パ ッ キ ン ６ ２ を 介 し て 外 嵌 さ せ
、 雄 ね じ 軸 棒 ３ ８ に ナ ッ ト ６ ０ を 締 め 込 む こ と に よ り 、 ア ダ プ タ ５ ０ と ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ
と が 連 結 さ れ る 。 円 筒 部 ５ ２ の 先 端 側 の 内 周 面 に 雌 ね じ ５ ０ ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 雌
ね じ ５ ０ ａ に ダ ク ト １ ６ の 雄 ね じ １ ６ ａ を 螺 じ 込 む こ と に よ り 、 ア ダ プ タ ５ ０ を 介 し て ダ
ク ト １ ６ が ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ と 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 第 ７ 図 で は パ ッ キ ン ６ ２ を 円 筒 部 ５ ２ の 内 周 面 と ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ の 本 体 部 ２ ４
Ａ の 外 周 面 と の 間 に 介 在 さ せ て い る が 、 第 ８ 図 の ア ダ プ タ ５ ０ Ａ の よ う に 、 円 筒 部 ５ ２ の
内 周 面 に 鍔 部 ６ ４ を 周 設 し 、 こ の 鍔 部 ６ ４ と ガ ス 発 生 器 １ ４ Ａ の 本 体 部 ２ ４ Ａ の 先 端 面 と
の 間 に パ ッ キ ン ６ ６ を 介 在 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ８ 図 の そ の 他 の 構 成 は 第 ７ 図 （ ａ ） と 同 一 で あ り 、 同 一 符 号 は 同 一 部 分 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ７ 図 及 び 第 ８ 図 で は 、 ダ ク ト １ ６ を 雌 ね じ １ ６ ａ を 介 し て 円 筒 部 ５ ２ に 連 結 し て い る
が 、 前 記 第 ５ 図 の ダ ク ト １ ６ Ｂ と 同 様 の フ ラ ン ジ 部 １ ６ ｂ を 該 ダ ク ト １ ６ の 先 端 に 設 け る
と 共 に 、 円 筒 部 ５ ２ の 先 端 に 前 記 鍔 部 １ ６ ｔ と 同 様 の 鍔 部 を 設 け 、 該 フ ラ ン ジ 部 と 鍔 部 と
を 係 合 さ せ る こ と に よ り ア ダ プ タ と ダ ク ト と を 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の 各 実 施 の 形 態 は い ず れ も 本 発 明 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 の 各 実 施
の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 乗 員 拘 束 装 置 を 備 え た シ ー ト フ レ ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 乗 員 拘 束 装 置 の バ ッ グ 、 ダ ク ト 及 び ガ ス 発 生 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 乗 員 拘 束 装 置 の ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 連 結 部 分 の ダ ク ト で あ る 。
【 図 ４ 】 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る 乗 員 拘 束 装 置 の ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 連 結 部 分 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 さ ら に 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る 乗 員 拘 束 装 置 の ダ ク ト と ガ ス 発 生 器 と の 連 結 部 分 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 に 係 る 乗 員 拘 束 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 異 な る 実 施 の 形 態 に お け る ガ ス 発 生 器 と ダ ク ト と の 連 結 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 さ ら に 異 な る 実 施 の 形 態 に お け る ガ ス 発 生 器 と ダ ク ト と の 連 結 部 分 の 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 ベ ー ス フ レ ー ム
　 １ ａ ， １ ｂ 　 サ イ ド フ レ ー ム
　 ４ 　 バ ッ ク フ レ ー ム
　 ６ 　 ヘ ッ ド レ ス ト
　 ８ 　 シ ー ト パ ン
　 １ ０ 　 乗 員 拘 束 装 置
　 １ ２ 　 バ ッ グ
　 １ ４ 　 ガ ス 発 生 器
　 １ ６ ， １ ６ Ｂ 　 ダ ク ト
　 １ ６ ａ 　 雌 ね じ
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　 ２ ６ 　 ノ ズ ル 部
　 ３ ０ ， ３ ０ Ａ 　 ガ ス 噴 出 口
　 ３ ２ （ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ） 　 フ ラ ン ジ 部
　 ３ ４ 　 大 径 部
　 ３ ４ ａ 　 雄 ね じ
　 ３ ６ 　 ヘ ッ ド キ ャ ッ プ
　 ５ ０ ， ５ ０ Ａ 　 ア ダ プ タ
　 ５ ２ 　 円 筒 部
　 ５ ４ 　 隔 壁 部
　 ５ ６ 　 中 央 孔
　 ５ ８ 　 開 口
　 ６ ２ ， ６ ６ 　 パ ッ キ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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